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生活化石および（生活）軌跡学の用語提唱

大森昌術＊

この考えは, paleontologyをbiologyと対置分離

させた誤りと共通するもので，

paleobiology(paleontology)

-Ebiology

neontology

とすべき問題と共通である。

l .はじめに

生痕化石（または痕跡化石）と生痕学の用語につい

ては，原語と訳語の意味に若干の食い違いのあること

が，以前から気になっていた。そのため，いくつかの

英語辞瞥によって語原を調べた結果によって， この際

新しい訳語に改めることを提唱したい。

Ⅲ、 tracefossilについて

trace fossnを最初に体系的に扱ったのはAbel

(1927, 1935,ほか）であろう。彼は, lebensspur-

enという用語を提唱しているが， この用語に明確な定

義を与えることのないまま，各種の生物の生活記録の

痕跡化石を記述している。その内容は，卵・糞・共生

・寄生・病型・奇型化石にまで及んでいる｡ lebens-

spurenは，英語の life's trackまたはlife'stran

に， フランス語のtracd'active, tracedeloco-

motionまたはtracedereptationにあたる。しかし，

lebellsspurenの単語は一部英語化し， 日本語の論文
のなかでもこの用語をそのまま用いたものが多い。

Abel (1935)以前には, track, trail, fbotprmtな

どのほかspiiren.fbssl (Krejci.Graf,1932)とい

った用語も散見される。

Haas (1954)JPSeilacher(1955)は, lebens-

spurenの用語に「生活している生物が堆積物中に残

した構造」と定義している。しかし，最近の堆積学の

進歩によって， この種の構造は, bioturbationstruc-

ture (生物による堆積物の擾乱構造), biostrat-

ificationstructure(生物による堆積物の成層織宣）

およびbioerosionstructure (生物による堆禰勿の

浸食構造）の三つに分けて研究されている。このうち，

とくにbiostratificationには体化石も関与している

ため，上述のHaas (1954) , Seilacher(1955)の

定義は混乱を招くので適当ではない。

Simpson(1957)は，定義することなしに， この種

の化石に対してtracefossnという用語を提唱し，

翌年に「堆積中に沈澱物の表面で活動していた動物に

U. ichnologyについて
ギリシャ語の" ixnos"( trackまたはfbotprint

の散）という言葉からきたもので, Buckland(1837)

が妓初に提唱している｡ TheOxfbrdEnglishDic-

tionary Jf", Webster'sNewWorldDictionary :E､

よびRandomHouseofEngUshLanguageの辞書に

よると，何れも化石足痕を扱う古生物学の一分野と記

述している。例えばOxfbrdDictionaryではとくに

ichnologyの科学の一分野としての使用はHitchcock

（ 1898）に始まり，わざわざ現生動物に関する分野に

modernichnologyという名称を与えている。

Hantzschel(1975)は, lebensspurenを扱う全分

野をichnologyとし，化石標本を扱う分野をpaleoich-

nologyまたはpalichnology,現生標本を扱う分野

をneoichnologyとよんで区別している。

前述のOxfOrdDictionaryでは, ichnologyに関

係する単語にichniteがあげられ, fbssnfbotprint

を岩石中に保存された動物の足跡, ichnoliteと同義

語， としている。これらの記述によれば, ichnology

は本来化石足痕を扱う分野として提唱されているが，

少くとも化石足痕を扱う分野を既に包含していること

になる。したがって, ichnologyを現生足痕を扱う研

究分野にとどめ，化石足痕を扱う分野をpaleoich-

nologyまたはpalichnologyとよぶ名称使用は誤であ
る。 HXntzschel(1975)によれば，

-F:=W:…lmology)ichnology

neoichnology

と考えるべきである。
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よって形成された縦造で，足跡・巣穴・食事跡を含む」

と定義している。

tracefossnに対して，生物の遺体・逝骸もしくは

その一部が堆積物中に保存されたものをbodyfOssn

-体化石と訳している－とよんでいる。一方, le-

bensspurenJPtracefbssnに対しては，生痕化石ま

たは痕跡化石という邦訳があてられている。誰が最初

にこの訳を与えたかは定かでないが，私の記憶では，

戦前に故早坂一郎教授が台湾地学会記事か何かで使用

したのが最初ではなかったかと思う。

最近，化石の研究法が進歩して，堆祇物中に含まれ

る生体分子の化石まで，重要な研究対象となっている。

そのため， これらの化石を生体分子の化石(molecu-

larfbssl)または化学化石(chemical fbssm)とよ

んでいる。しかし，体化石も化学化石も古生物の痕跡

であることには変わりない。痕跡化石や生痕化石（生

物の痕跡化石という意味）という用語には，狭義の

tracefOssnのみならずbodyfossnも chemical
fbsslも含まれる。ただし， 生痕化石を生活の痕跡

化石と解すれば， この混乱は免かれる。つまり，化石

は化石化作用の内容によって, bodyfbssU.molecu-

larfbsslまたはchemicalfbssnとtracefbssil

の3者に分けられる。

筆者は， このような混乱を避ける意味で， この際

tracefbssnの痕跡化石という訳語の使用は避けて，

生活記録の痕跡の化石という意味で生痕化石の訳を選

ぶべきであると考えている。しかし， この「生」 が

「生物」の意味に誤解されるので, spurJPtraceを

軌跡と訳し， この際，生痕化石の訳語も廃して， 「生

物の生活軌跡化石」という意味で生活化石と訳すこと

を提唱したい。

したがって, ichnolo町の訳語も生痕学や痕跡学

の使用を廃して，生活軌跡学または軌跡学と訳したい

と考えている。つまり，
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paleoichnology
古（生活）軌跡学rghnoloW

霞危は"4) L(生活軌跡学

ichnolog/

neoichnology
現生（生活）軌跡学

，生活（軌跡）化石の内容ということになる。そして，生活（軌跡）化'bの内谷

によって，古生態学( paleoecology ),古行動学

(paleoetholoW ) ,古病理学(paleopathology)
の研究と重複する。
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